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序章 計画策定の基本的事項 
 

１ 計画策定の目的 

都市における緑（ここでの「緑」は，樹木，草花などの植物のほか，それらを含む公園・広場，農

地，樹林地，河川・湖沼などの土地，空間を含む幅広い概念です。）は，人と自然が共生する都市環

境の確保，余暇・レクリエーション空間の確保，災害の防止，美しい景観の形成など多様な機能を有

しています。 

緑の基本計画は，緑豊かで快適な都市づくりを進めるため，緑地の確保，都市の緑化，都市公園等

の面積などの目標量を定めるとともに，その実現に向けた緑地の保全，都市公園等の整備，緑化の推

進に関する事項などを定めるもので，緑に係る諸施策を総合的，計画的に推進するための指針とする

ものです。 

本市は，江田島市総合計画（平成19(2007)年３月策定）において，「自然との共生・都市との交流

による『海生交流都市』えたじま」を都市像とし，まちづくりの基本テーマとして「住みよさづく

り」「美しさづくり」「元気づくり」の３つを掲げて諸施策を推進しており，良好な自然環境の保全，

豊富な地域資源の活用など，緑の保全，活用に係る諸施策を適切に講じていくことが特に重要な課題

となっています。 

このため，本市の特性を生かした緑の基本計画（以下「本計画」といいます。）を策定し，緑地の

保全，活用，都市の緑化などを計画的に進めていく上での指針とするとともに，緑に係る諸施策を適

切に推進し，快適で住みよい都市づくりに資することを目的とするものです。 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は，都市緑地法第４条第１項に規定される「緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」

として策定します。 

また，本計画は，江田島市総合計画に即し，都市計画マスタープランに適合する内容として策定し

ます。 

 

【江田島市緑の基本計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の対象区域 

本計画の対象区域は，全市域とします。 

 

４ 計画の目標年次 

本計画は，平成22(2010)年を基準年次とし，概ね20年後の都市の姿を展望しつつ，平成32(2020)年

を目標年次として策定します。 

○基準年次：平成22(2010)年（統計資料等でやむを得ない場合は平成17(2005)年とします。） 

○目標年次：平成32(2020)年 

江田島市総合計画（目標年次:平成26(2014)年） 

江田島市都市計画マスタープラン 

関連計画 江田島市緑の基本計画 

緑地の保全，都市緑化 

公園・緑地の整備 等 

適合する 即する 

受ける 

整合 

即する 
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図 緑の基本計画で扱う緑地の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：「新編 緑の基本計画ハンドブック」を参考に作成  

 

緑 

地 

都市公園 

都市公園以外 

法による地域 

民間施設緑地 

公共施設緑地 

条例等によるもの 

・都市公園法による公園緑地 
（街区･近隣･地区公園，運動公園，

風致公園，都市緑地等） 

・市民緑地，公開空地，公開さ
れている企業の緑地，社寺境
内地，民間の公園など 

【都市計画法関連】 
・特別緑地保全地区 
・緑地保全地域 
・風致地区 など 
【その他の法関連】 
・自然環境保全地域 
・海岸保全地区（県条例） 
・自然公園 
・保安林，河川区域 
・地域森林計画対象民有林 
・農振農用地区域 
・保存樹，保存樹林 
・史跡・名勝・天然記念物等 
・景観重要樹木 

・条例・要綱等による緑地 
・協定による工場敷地の植栽地 
など 

・緑地協定 
・景観協定（緑地に関する事項
を定めているもの） 
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都市公園に 
準じる緑地 

公共公益施設
における植栽

・歩行者専用道路 
・河岸緑地，港湾緑地 
・公開されている公立の学校 
・児童遊園，公立グランド，運
動場，市民農園など 

・道路の植樹帯，下水処理場の
付属緑地，公共建築物の植栽
地など 


